
松林地区まちぢから協議会防災部会 令和４年度第１回部会 議事録 

１．開催日時：2022 年（令和４年）４月 22 日（金） １9 時～21 時 

２．開催場所：松林公民館 1 階講義室 

３．出席者：１5 名（会員２７名） 出席率：55.6％ 

  田中・神原・宮本・村松・正札・川口・上村・内野・早川・小池・吉原・細田・手代木・（敬称略） 

  城田 勝則（下赤自治会長）・渡部 英二（オクトス自治会長） 

  茅ヶ崎市防災対策課：小田氏・山ノ上氏 

４．内容 

 １）まちぢから協議会会長 細田会長挨拶 

  まだまだ予断の許されない状況下にあるが、「地区防災訓練」を実施する方向で準備だけはしていきたい。 

２）令和４年度 市防災訓練について、 

  防災対策課山ノ上氏より、「令和４年度からの地区防災訓練について」説明がされた。 

 ①地区防災訓練企画担当者向けの「防災訓練ポイント BOOK」（令和４年２月）を作成した。 

  ＊別紙、当日に参加者へ配布 

 ②補助対象とする訓練の拡大 

  ◎これまで学校を会場として行われていた防災訓練以外にも、まちぢから協議会や自治会連合会を主体 

として行われる「安否確認訓練」や住民向けに「防災イベント」等も補助対象となる。 

◎複数の訓練に要した経費の総額（対象経費に限る）を補助対象事業費とする。 

  ③令和４年度 地区防災訓練補助金について 

   ・松林地区の補助金限度額は、従来通りの世帯数であれば１４万円。 

   ・基本的な手続きは従来と同様。 

・年度内に複数の訓練を実施する際は、交付申請書に年間の訓練計画・予定表を添えて申請。 

・訓練参加者へ配布する参加品等は市が提供する。 

＊吉原部会長：上記の情報を基に今後の部会において審議を行って行きたい。 

３）宝くじ助成金による防災資機材購入について 

  昨年８月に打診があり前例を元に申請したところ、本年３月に当選報告を頂いた。助成金は１９０万円。 

  まちぢから協議会として、①発電機２台 ②（ｶﾞｿﾘﾝ）携行缶 ③小型バッテリー ④増設バッテリー 

 ⑤ソーラーパネル ⑥テント２張 ⑦鋳物おもり ⑦おもり用台車 ⑧バルーン投光器 を購入予定。 

 保管先（防災倉庫）については、オクトス・中赤・ニュータウンの３自治会に依頼している。 

４）今後の予定について 

  会議日程：５月２７日、６月２４日、７月２９日、９月２３日、１０月２８日、１１月２５日の金曜日。 

  会場は松林公民館の講義室。時間は１９時１５分～２０時５０分（１９時から開場・１０分前に終了厳守）。 

５）その他 

  （１）ロールコールの状況について 

    アマチュア無線家の小池部会員から、「松林地区まちぢから協議会主催ロールコール」（＊別紙、当日 

参加者へ配布）により、説明がされた。前年度は、自然災害に対する意識の高さからか、室田、菱沼、

ニュータウンの３自治会の参加率が良かった。 

                                      書記：村松 章生 


